
 松露がまぼろしのキノコとなった理由は 

       つぎのどれか？ 

 

   １．人が松露を取り過ぎた 

   ２．地球温暖化の影響 

   ３．松葉かきが行われなくなった 

   ４．白砂青松の風景がなくなった 

   ５．松くい虫による松枯れの影響 
 



  

 

松露饅頭 

麦松露 米松露 

ニセ松露 

松露 

胞子が未熟な内部の白色なものを食用とする。 

癖のない さわやかな風味と干しリンゴに似た
歯触りがあり、 
和風の吸い物に最適 

松露と松露饅頭の関係 



松露は松の根元付近に見られる 

        松露の語源 本朝食鑑（１６９５） 松の津気が凝結してできたもの 
                 松の露からできたもの  （津とはしずくとなってしたたる液体） 

松露は 松の露が落ちた所付近で見られる 



松露が見られる場所     
  砂地   
   栄養状態が良いと他の菌が  
   繁殖する 
  日当たりが良い裸地 
  若い松がある 
  （１０年から１５年くらいまで） 
 
 
 
 
 
松露が見られない場所 
   落ち葉が堆積した場所 
   厚い腐植層がある場所 
   日が当たらない場所 
   草が繁茂している場所 
 

松露は白砂青松の松原に発生する 





ハエ 昆虫が胞子を運ぶ 

根とショウロ菌が一体となった菌根 
菌と松の根が区別しにくい 

菌糸が成長し たくさん集まって子実体（きのこ）
を作る。子実体の下に根のようについているの
は根状菌糸束とよばれている菌糸の束です。 
 写真では松の雄しべを菌糸が絡めている。 

ショウロ菌が松の根の周りに付き菌根を作り、 
松から栄養を貰い成長する。 

又、菌根から伸びた菌糸（太さ数十ミクロン）を通じ
て松に必要な栄養を土壌から集め松に与える 
    （細い髪の毛の直径５０ミクロン） 

このくらいたくさん 
菌根ができると 
ショウロが発生する 

このくらいでは、まだ
ショウロは発生しない 

胞子から菌糸が伸びる. 
菌糸はつながっていき、菌糸体という集まりを 
作る。ショウロ菌は松の根と共生しなければ 
生きていけない 

雄しべ 

菌糸束 

地球最大の生物 
  アメリカ合衆国ミシガン州の広葉樹林に生えるナラタケは、菌糸体の広さが15ヘクタール（東京ドーム3個分）、推定重量100トン、 
推定菌齢1,500年に達し、地球上最大の生物と考えられているそうです  （インターネットより） 

菌糸 

http://blogs.yahoo.co.jp/jirouzaemonjp/folder/879956.html
http://blogs.yahoo.co.jp/DIRECTORY/cat.html?cid=555021911


平成20年（2008） 福岡県で女性が誤食し、激しい腹痛、下痢、嘔吐の
症状を発症した。試食会などの時は十分に注意すること。 
 ひどい場合は 脱水、吐き気、けいれん、ショック、失神などを起こす 

ニセショウロは有毒 



松の根
菌糸

松露

 ショウロと松は共生関係にある。 

 ショウロに感染すると耐乾性と耐病性が増す。 

ショウロは松にとって大切なキノコ 



栄養がない岩の上で松が育つのは菌根菌の役割による 
  （宮城県松島の風景）  



普通のキノコの胞子は、ヒダにでき、 
キノコから放出され、風で運ばれる 

キノコ（子実体） 
キノコの種（胞子）  

植物では花                植物では種 

重力散布（下に落ちる） 
水散布（雨で流される） 

風散布 



ショウロの胞子は 
内側（内部）にできる。 
動物によって運ばれる 

埋土胞子バンク 

松露 

グレバ胞子形成部分  
 
生長の後期に 
粘液化し、臭いを 
出して動物を引き寄せる 

昆虫散布 

動物散布 

重力散布 
水散布 

菌だけで生きている 

ハエ 

ダンゴムシ 

ハエの幼虫 

ネズミ 



松原をきれいにしてくれて 
    ありがとう 

私たちからのお礼のショウロです 



ショウロによってきたハエ 



ツチグリ  
夏から秋 
硬い外皮は７～１０片に開く 
外皮には網目状の模様 
袋の先端の穴からほこりのような 
 胞子が放出される。 
乾湿に合わせて開閉する 
 学名 Astraeus hygrometricus 
  （hygrometer 湿度計）       

 
コツブタケ 
春から秋 
断面には白色、黒色の小粒塊 
成熟すると粉状胞子を飛ばす 
基部には菌糸束が見られる 

ニセショウロ 
初夏から晩秋 
 正式名 コツブカタカワタケ 
 通称 ツチグリニセショウロ 
断面は初期段階から黒色 
成熟時は粉状、綿くず状になる 
 
              ショウロ 
               春と秋 
               断面は白色、薄黄色 
               ルーペで見ると区切りで仕切られた部屋があり、 
               スポンジ状になる 
               成熟時に粉状、綿くず状になることはない 

ショウロと間違えやすいキノコ 



  松露がまぼろしのキノコとなった理由は？ 
    松葉かきが行われなくなったこと 
 
松葉かきをすると 
（１）松露が発生するようになる  松露は松原からのお礼 
    最近松葉かきが行われるようになって松露が増えた 
（２）松以外の広葉樹が少なくなる 
    広葉樹が松林から広葉樹林への自然の遷移を防ぐ 
（３）白砂青松の風景を見ることができる    
（４）松が元気になり松くい虫の被害を少なくできる 
    

   松露がみられる松原は健全な松原である。 

 生活のために松葉かきが行われていたことが、結果的にはこの400年間松林を
健全に維持させるために大きく役立っていた 

 


